
 

 

 

 

  

 

令和７年度 

南越前町立河野小学校 

学校だより  

第３３号 令和７年１０月２日  

 光道園の方を講師としてお招きし、アイマスク体験をしました。はじめ

に、「目が見えにくいとはどういうことなのか」「目が見えにくい方の見

え方はどういう見え方なのか」について学び、その後、体育館でアイマス

ク体験をしました。二人組でアイマスクを付けた人と、誘導する人になっ

て行いました。何も教わらずに、自分なりに考えた方法で誘導してみたと

きには、戸惑いながらでしたが、誘導のしかたを教わった後には、より相

手が困らないように配慮しながら落ち着いて声かけ等をすることができ

ました。最後の質疑応答では、支援する側の立場で大変なことや支援する

仕事についても質問をし、自分事として学んでいました。 

５年生が、稲刈り体験をしました。場所は、田植え体験をしたリトリート田倉です。今回も、

南越前町の４つの小学校が合同で行いました。手作業による稲刈りの後、コンバインでの稲刈り・

脱穀の様子を見学しました。 

アイマスク体験 
（５・６年生） ９／３０ 

稲刈り 
（５年生） 

９／２４  
昔の人は手作業をしていて大変だったな。 

これから、お米を作ってくれた人に感謝をし
ながら食べたいな。 

・目が見えないからできないではなくて、どうやったらできるかとかを考えることが大切
だと分かりました。 

・最初、アイマスクをつけてやってみたら、ふらふらするし不安になってこわかったです。
視覚障がいの人がいたら、ぼくも、勇気を出して助けようと思いました。 

・目が見えない人のための白杖やアプリなどがあることが分かりました。 

・目が見えない人がよりよい暮らしができるようになってほしいと思いました。 

 


